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タンネウシはア
イヌ 語 で「長
い・木 の・群
生しているとこ
ろ」。博物館付
近の地名です

企画展　真部裕
昆虫コレクション展
　令和4（2022）年に故真部裕氏の

ご遺族から寄贈を受けた約6,000点

の昆虫コレクションを展示します。

ドイツ箱に収められた昆虫コレク

ションは宝石箱のよう。ぜひご覧

ください。▶会期：～6月30日（日）
▶場所：博物館本館映像展示室

ロビー展
所蔵ねぷたポスター展

　しれとこ斜里ねぷたの今年の開

催に向けて、知床博物館が所蔵す

る歴代ポスターを一挙公開します。

▶会 期：6月 8日（土）～7月 21 日
（日）▶場所：交流記念館ロビー

博物館講座
遺跡巡りバスツアー

　ウトロのチャシコツ岬上遺跡（国

指定）やペレケチャシ跡遺跡、羅臼

ビジターセンターや標津町ポー川の

カリカリウス遺跡（国指定）等を巡り

ます。▶日時：６月9日（日） 9:00 ～

17:00頃＊博物館集合・雨天実施▶

講師：勝田一気学芸員・村田良介

学芸員▶定員：30名（要申込／先着）

▶持ち物：保険料200円、入園料

330円、昼食、軍手▶注意：チャシ

コツでは急坂を上り、ポー川では木

道を約1km歩きます。ウトロのみ参

加はチャシコツ岬下に9:50集合です。

旧役場庁舎活用事業
サロンコンサート

　室内楽に良好な環境として演奏

者から好評を得ている昭和初期建

築の木造庁舎で、ピアノカルテッ

トによる幅広いジャンルの演奏を、

コーヒーでも飲みながらお気軽に

お楽しみください。次回は9月に開

催します。▶日時：6月15日（土） 
15:30～▶場所：旧役場庁舎（旧図
書館）▶料金：無料

施設公開
農業資料等収蔵施設一般公開

　10月まで月1回開催の「桜園のん

びりバザール」にあわせて、農業資

料等収蔵施設も一般公開します。催

し物や出店者等はSNSで告知しま

す。▶日 時：6月29日（土） 10:00～
16:00▶場所：農業資料等収蔵施設
（旧朱円小学校）

博物館講座
藻琴山地質観察会

　ハイランド小清水725から屈斜路

カルデラ、藻琴山溶岩を観察しな

がら藻琴山の生立ちを探ります。

▶日時：6月30日（日） 8:30～15:30

＊博物館集合・小雨決行▶講師：合

地信生学芸員▶定員：15名（要申

込／先着／小学生以上）▶持ち

物：昼食、雨具、登山靴・服、飲

み物など▶参加費300円（保険料込

み。協力会員、中学生以下無料）

博物館講座
知床火山活動観察会

　カムイワッカ川の温泉、知床五

湖、知床峠を回り、知床の火山活

動を感じてみましょう。▶日時：7

月6日（日） 8:30～15:30＊博物館集

合・小雨決行▶講師：合地信生学

芸員▶定員：6名（要申込／先着／

中学生以上）▶持ち物：昼食、濡

れてもよい服、雨具、軍手、タオ

ル、飲み物など▶参加費：1,000円

（保険料、専用靴貸出込み）＊協

力会員半額

収蔵資料展示
昭和の番傘

　雨の季節です。町内の漁業協同

組合や商店の名前が入ったレトロ

な番傘を展示します。▶会期：6月

12日（水）～7月15日（月・祝）▶会

場：博物館本館受付前

博物館みどりの日
花壇に花を植えにきませんか？
　博物館駐車場脇の花壇に、たく

さんの花を植えてお客様をおもて

なしする恒例行事。ぜひご参加く

ださい。▶日時：6月23日（日） 

10:00～12:00▶場所：博物館前庭▶

持ち物：帽子、軍手、虫除け▶申

込：不要

高山植物園
草取りボランティア
　色とりどりの草花に季節を感じ

ながら、一緒に作業してみません

か？▶日 時：6/14、7/12、8/9、

9/13、10/11（いずれも金） 9:00 ～

10:00＊雨天中止▶場所：博物館高

山植物園（ワシ小屋付近）▶持ち物：

帽子、軍手、虫除け▶申込：不要

休館日
6月3日（月）、10日（月）、17日（月）、
24日（月）

ま な べ  ゆたか



真夜中の驚愕
　3 月 9 日の深夜、南国・西表島の
ホテル。洗面所でガラス瓶を洗って
いた私は、アッと声を上げました。
渋い茶色だった 2 本の瓶は、詰まっ
た泥が流れ出るにつれ、みるみる無
色透明へと変わっていったのです。

「西表島炭鉱のビール瓶」と書いたラ
ベルが、ポトリと床に落ちました。
行ってきました、姉妹町
　昨年、斜里町は沖縄県竹富町との
姉妹町盟約 50 周年を迎えました。知
床博物館では姉妹町との交流の推進
と学術情報の収集のため、2人の学
芸員を竹富町に派遣しました。私が
自分に課したミッションは、3,000km
離れた斜里と竹富の似ている点を探
し、その資料を持ち帰ること。テー
マの一つが、西表島の炭坑でした。
世界自然遺産の中の歴史のカケラ
　西表島の炭鉱は明治時代から採掘
が行われ、1950 年代まで操業を続
けました。一方、斜里では知床硫黄
山で、やはり明治時代から本格的な
硫黄の採掘が行われ、1940 年頃ま
で操業しました。どちらも現在の世
界自然遺産の中に位置し、日本の近
代化を支えた産業遺産といえます。

そして、利益の追求が労働者の搾取
につながったことも共通しています。
西表島の炭鉱の資料を集めることで、
斜里町民にその情景を伝え、知床硫
黄山の資料と並べることができるよう
になると期待しました。
西表島炭鉱で見つけたモノ
　竹富町史編集委員で炭鉱の歴史に
詳しい池田克史さんの案内のもと、
私たちは現地を訪ねました。ポカリ
と空いた坑口や、錆びたトロッコの
レール。さらには労働者が汗を流し
た水浴び場や、散らばる生活用具。
廃坑となって長い年月を経たにも関
わらず、大自然に抗う過酷な現場で
あるとともに、暮らしの場であったこ
とが、まざまざと感じられました。
　本来、現地で保存されるべきそれ
らの中から、特別に、石炭、陶磁器
片、レンガ片、そしてガラス瓶を持ち
帰らせていただきました。労働者が
渇きを癒やした命の水 …と信じて
ビール瓶（仮）を磨いた結果が、冒頭
の衝撃です。瓶に刻まれた文字を改
めて読み、社史を調べたところ、「大
日本麦酒株式会社」と書かれた 1 本
は サイダー、「ANCHOR BRAND」と
書かれたもう1 本はソースの瓶である

可能性が高いことがわかりました。
知床博物館は、知床硫黄山で見つ
かったビール瓶（サイダー瓶と同じ大
日本麦酒製！）を所蔵しています。南
北 2つの鉱山の酒瓶を並べるという
私の企みは、儚く崩れ去りました。
しかし、厳しい労働の日々の中にも、
サイダーの炭酸を楽しみ、ソースで
味つけした料理に舌鼓を打つ、そん
な瞬間があった可能性を、新たに見
出すことができました。
集めてきた資料とこれから
　今回収集したモノは炭鉱関係の他
にもあり、知床博物館の資料として
登録済みです。交流展示室のストー
リーの枠に収まらないモノが多く、常
設展示はしていませんが、講座や企
画 展 などを通じて、斜 里と竹 富の

「似ている」を発信していければと考
えています。さらに、今年度は友好
都市・弘前へも調査を予定していま
す。斜里と姉妹町・友好都市の繋が
りを探す旅は、まだまだ続きます。
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竹富町・西表島の炭鉱での収集資料
右端 2 点が本文中のガラス瓶
その他、本土産陶磁器片、沖縄産陶磁器片、
石炭など

姉妹町の旅とガラス瓶　   三枝大悟

竹富町・弘前市との交流を進める会主催

姉妹町交流 50周年のあゆみ展
6/1（土）～16（日）
ゆめホール知床 ロビーで開催！
博物館で開催した写真展がパワーアップ。
本文の調査に関する内容も加わります。


